
t
t
f
}
・
:
'
l
t
'
E‘
?
?
・

H
1
1
0
句

。

l
h

'
』
』

1
1
t
a
-
-
t
4
1
t
o
i
t
a
-
-
l
a
a
-
-
f

可
親
小
寵
密
主

親
し
き
事
た
に
と
も
い
は
れ
歩
。
た
と
へ
命
を
く
れ
よ
と
あ
ら
ば
、

は
や
長
候
と
可
申
様
の
心
地
す
。
た
と
へ
ば
信
玄
は
、
命
を
く
れ
よ

と
あ
ら
ば
、
思
案
を
し
て
の
う
へ
の
事
と
思
ふ
ゃ
う
詮
り
。
さ
す
が

天
下
を
し
ら
る
L
人
は
格
別
た
る
事
と
い
は
れ
し
と
ぞ
。

一
、
深
見
新
右
衛
門
、
鳩
巣
先
生
の
文
を
評
す

鳩
巣
先
生
糊
直
の
文
章
は
‘
古
今
に
傑
出
す
る
由
、
共
遣
し
れ
る
人
は

綿
せ
守
と
一
武
器
な
し
。
或
時
白
石
先
生
鶏
時
深
見
新
右
衛
門
符
苦

情
…
抑
制

U
斡
'mw

及
鳩
巣
同
席
に
在
て
銑
話
あ
り
。
白
石
、
鳩
巣
の
文
章

を
深
見
に
示
し
て
巧
拙
を
問
ふ
。
深
見
大
民
感
稽
し
、
犬
家
の
文
民

拳
ふ
事
悲
し
と
云
。
白
石
田
。
誰
も
一
通
は
左
様
に
云
事
也
。
鞠
無

挨
拶
存
念
被
申
よ
と
あ
れ
ば
、
深
見
更
ぽ
少
も
無
遠
慮
申
て
見
ん
と

て
、
不
闘
の
一
宇
を
脅
し
て
、
是
迄
也
と
あ
り
。
雨
先
生
共
意
を
不

解
如
何
と
問
。
そ
と
に
て
深
見
被
申
候
は
、
華
人
の
僻
は
閑
也
。
鳩

巣
の
文
、
問
犬
家
等
の
女
章
に
不
差
様
に
と
、
心
を
渚
た
る
も
の
故

に
不
閑
の
底
あ
り
。
此
所
迄
也
と
云
。
雨
先
生
深
く
心
服
せ
り
と
ぞ
。

一
、
東
山
天
皇
の
御
聾

寅
永
年
中
皇
居
延
焼
の
時
、
御
車
率
寄
侠
底
、
主
上
高
ら
か
に
内
侍

所
や
渡
ら
せ
給
ふ
/
¥
と
勅
綻
た
り
。
奉
供
の
人
々
地
に
伏
て
、
共

得
け
れ
ば
、
共
紳
恩
を
感
じ
て
天
満
宮
を
建
つ
。
中
山
花
此
紳
を
祭

る
事
と
L
K
始
れ
り
。
又
熊
野
八
幡
宮
の
紳
枇
も
底
々
に
あ
り
と

去
。
叉
銀
西
八
郎
篇
朝
の
絢
も
あ
り
と
云
也
。
主
れ
ど
鴛
朝
澗
の
事

・
を
と
ひ
し
に
‘
そ
の
答
る
所
の
ご
と
き
詳
伝
ら
や
心
得
が
た
し
。
今

-
中
山
の
組
、
毎
朝
に
出
L
山
聞
は
世
系
磨
子
た
り
。
倫
元
は
今
王
丸
代

の
阻
に
て
‘
古
米
村
に
は
卸
古
米
島
問
人
三
十
六
姓
の
子
孫
の
住
す

る
也
。
州
匂
針
鰐
伺
綜
噂

一
、
小
幡
民
の
庭
と
葛
巻
民
の
長
屋

葛
巻
氏
と
小
幡
氏
と
は
、
も
証
左
じ
ほ
と
り
に
い
ま
そ
か
り
け
り
o
あ

る
時
い
と
老
い
島
と
ろ
へ
た
る
尼
の
ま
か
で
L
け
る
が
‘
小
幡
・
民
の

庭
に
木
立
常
・
な
ら
宇
治
も
て
は
や
さ
れ
し
。
是
は
父
陀
て
訟
は
せ
し

不
入
と
申
す
人
の
、
朝
危
夕
危
も
て
あ
そ
ぼ
れ
し
を
、
改
め
や
ら
で

そ
の
ま
L
に
た
ん
有
け
る
。
あ
ま
せ
‘
父
う
へ
の
す
か
せ
給
ひ
し
を
、

よ
く
常
磐
に
左
し
置
給
ふ
難
有
怠

E
・
晶
、
ひ
と
り
ど
ち
て
行
き
し

に
・
葛
巻
氏
の
長
屋
の
と
け
む
し
、
朽
か
た
ぶ
き
し
を
も
、
も
の
作

り
か
ふ
る
事
も
な
く
て
あ
り
け
れ
ば
、
是
も
亦
御
孝
行
の
御
志
か

た
。
三
年
改
め
ざ
る
遣
を
、
よ
く
も
守
ら
せ
給
ふ
め
り
と
て
遁
ぬ
。

是
は
更
に
孝
心
に
て
改
め
ざ
る
に
て
は
あ
ら
で
ト
世
の
中
心
の
ま
-
A

可
観
小
琵
巻
五

九
四

御
菅
援
を
承
り
候
に
、
蛍
時
日
本
の
人
の
脅
聾
に
似
歩
、
け
だ
か
き

御
事
比
類
す
ぺ
き
な
し
と
云
。
後
に
東
山
院
と
事
総
是
也
。
世
路
季

に
及
と
い
へ
ど
も
亦
格
別
の
御
事
也
。

一
、
木
村
長
門
守
の
首
ま
ゐ
り
候
時

大
阪
に
て
木
村
長
門
守
首
ま
ゐ
り
候
時
、
家
康
公
縫
が
首
と
御
等
被

成
候
に
付
、
木
村
長
門
守
首
と
申
上
候
へ
ぽ
、
長
州
乗

τ通
り
候
と

御
鐙
を
御
は
づ
し
被
成
候
と
-X
哨
あ
り
。
御
馬
上
の
事
如
何
。
夏
陣

に
は
大
か
た
御
駕
絡
に
て
は
た
き
か
。
可
考
o

，
愚
目
。
本
多
佐
州
も
御
陣
中
、
駕
錨
に
て
御
供
た
り
と
一
宮
僻
し
。

一
、
琉
球
園
天
満
宮
の
起
り

琉
球
園
天
満
宮
除
、
封
主
第
十
代
倫
元
王
の
時
、
古
和
村
の
人
林
氏

太
夫
建
し
に
始
ま
り
、
林
太
夫
天
満
宮
の
事
を
傘
倍
し
て
「
い
づ
く

に
も
梅
だ
に
あ
ら
ば
我
と
し
れ
と
h

ろ
づ
く
し
に
外
注
た
づ
ね
そ
」

と
い
ふ
古
歌
を
栓
じ
て
天
紳
を
遥
拝
す
。
大
明
嘉
靖
中
、
進
貢
舶
の

上
使
と
注
さ
れ
て
か
し
と
に
訟
も
む
き
、
砲
畢
て
蹄
ら
ん
と
し
て
、

樟
州
よ
り
般
を
殻
し
t
梅
花
の
梅
に
至
る
時
、
舶
優
て
般
中
百
人
皆

溺
死
す
。
林
氏
は
海
上
忽
に
時
怠
ら
宇
花
さ
き
し
梅
ク
枝
を
得
て
、

そ
れ
に
取
っ
き

τい
き
ぬ
。
か
く
て
他
給
し
て
絡
に
本
闘
に
跡
事
を

た
ら
で
、
治
か
ふ
る
事
た
ら
ざ
り
し
と
ぞ
。
械
に
上
人
の
感
涙
む
な

し
き
と
い
ひ
し
た
め
し
、
思
ひ
出
て
を
か
し
〈
瞥
記
ぬ
。

一
、
蹄
左
衛
門
と
座
頭
の
出
入

股
腐
の
御
時
寛
文
七
年
、
長
吏
路
左
衛
門
と
座
頭
の
出
入
に
付
、
額

朝
の
時
代
.
鎌
倉
定
法
の
御
朱
印
を
頂
戴
仕
所
の
一
巻
指
出
者
也
。

先

妥

結

牢

番

座

頭

猿

幾

陰

陽

師

壁

師

社

共

目

猿

引

鋳

物

師

石

切

放

下

笠

縫

辻

盆

人

鉢

叩

弓

鎌

師

土

器

作

渡

守

山

守

青

屋

選

立

組

事

結

盤

師

関

守

金

掘

獅

子

舞

袋

作

偽

儲

師

傾

城

以
上
二
十
八
品

右
の
外
遊
の
者
品
多
有
之
と
い
へ
ど
も
・
回
定
等
長
吏
に
下
た
る
ぺ

し
。
猪
更
船
大
工
・
棒
列
・
盗
賊
・
馬
類
、
長
吏
と
り
て
可
用
之
者
也
。

湯
屋
風
呂
屋
は
傾
携
の
下
に
付
ぺ
し
。
岩
作
・
皮
細
工
白
隠
を
仕
類
の

者
、
皆
々
二
十
八
口
聞
の
下
た
る
ぺ
し
。

鎌
倉
住
人

藤
原
朝
臣

年
披
月

源
左
衛
門
尉
抑
制
鍛

御

朱

印

九
五




